
物語を読んで、気持ちを考えよう 1／5
小6／気持ちや その 変化・理由を 読み取り、いちばん 近いものを 1つ えらぼう

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント

1 クラス代表に選ばれた。うれしい。でも、当日は入院した祖母の見まいに行く
約束もある。ぼくはカレンダーを見つめたまま、どちらにも返事ができなかった。
★ 気持ちが 分かる ことばや ようすに 線を 引こう。

このとき、ぼくの 気持ちに いちばん 近いものは どれ？
① 選ばれた うれしさと、祖母との 約束の 間で 決めかねている
② 選ばれた 重さに とまどい、見まいに 行くと もう 決めている
③ 選ばれた 重さに とまどい、祖母との 約束の 間で 決めかねている
④ 選ばれた うれしさは あるが、見まいに 行くと もう 決めている
こたえ

2 大雪で、学校が休みになった。弟は大喜びで、外へ飛び出していった。けれど、
ぼくは窓の外を見て、ため息をついた。今日は、一か月練習してきた合奏の発表の
日だったのだ。ぼくは、前の晩に出しておいた楽器ケースを、なかなか
片づけられなかった。
★ 気持ちが 分かる ことばや ようすに 線を 引こう。

このとき、ぼくの 気持ちに いちばん 近いものは どれ？
① うれしさ と 心残り
② がっかり と 心残り
③ がっかり と わくわく
④ うれしさ と わくわく
こたえ

3 テストが返ってきた。満点のけんじは、机の下でそっとこぶしをにぎった。となりの
ぼくは、答案を見ないように、そっとかばんへしまった。
★ 気持ちが 分かる ことばや ようすに 線を 引こう。

けんじと ぼくの 気持ちの 組み合わせに 近いものは どれ？
① けんじ=満点を みんなに 見せたい／ぼく=自分の 点に 満足している
② けんじ=満点を みんなに 見せたい／ぼく=点を 見たくない 落ちこみ
③ けんじ=うれしさを 表に 出さない／ぼく=自分の 点に 満足している
④ けんじ=うれしさを 表に 出さない／ぼく=点を 見たくない 落ちこみ
こたえ



物語を読んで、気持ちを考えよう 1／5 【こたえ】
小6／気持ちや その 変化・理由を 読み取り、いちばん 近いものを 1つ えらぼう

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント

1 こたえ： ①  選ばれた うれしさと、祖母との 約束の 間で 決めかねている
★ 線を ひく ところ（赤い ことば）

クラス代表に選ばれた。うれしい。でも、当日は入院した祖母の見まいに行く
約束もある。ぼくはカレンダーを見つめたまま、どちらにも返事ができなかった。
手がかり： 『うれしい』（とまどいではない）一方、
見まいの約束もあり『どちらにも返事ができなかった』（まだ決めていない）＝相反する二つの
間で決めかねる葛藤。

2 こたえ： ②  がっかり と 心残り
★ 線を ひく ところ（赤い ことば）

大雪で、学校が休みになった。弟は大喜びで、外へ飛び出していった。けれど、
ぼくは窓の外を見て、ため息をついた。今日は、一か月練習してきた合奏の発表の
日だったのだ。ぼくは、前の晩に出しておいた楽器ケースを、なかなか
片づけられなかった。
手がかり： 学校が休みになったのに『ため息をついた』＝うれしさではなく、
発表がなくなったがっかり／出しておいた楽器ケースを『なかなか片づけられなかった』＝雪遊
びのわくわくではなく、練習してきた発表への心残り。

3 こたえ： ④  けんじ=うれしさを 表に 出さない／ぼく=点を 見たくない 落ちこみ
★ 線を ひく ところ（赤い ことば）

テストが返ってきた。満点のけんじは、机の下でそっとこぶしをにぎった。となりの
ぼくは、答案を見ないように、そっとかばんへしまった。
手がかり：
けんじは机の下でそっとこぶしをにぎる＝喜びを表に出さずこらえる（見せびらかさない）／ぼ
くは答案を見ないようにかばんへしまう＝見たくない落ちこみ。二人の対比を読む。


